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フードバンクちば 

 
● フードバンクちばについて 
2012 年５⽉ワーカーズコープちばを⺟体に設⽴した任意団体 今年は 10 年⽬の節⽬になります。 
昨年末には広い場所を確保するため商業施設「ハーバーシティ蘇我」にある「花の駅そが」公園内の
元店舗に活動の拠点を移しました。 
千葉県内の企業・団体、ご家庭の余ったしまった⾷品（いわゆる⾷品ロス）を無償でご寄贈いただ
き、施設や⼦ども⾷堂等の団体には直接、⽣活に困窮されている個⼈・世帯へは困窮者の⽀援機関を
通じて無償で提供しています。 
これまで社会福祉協議会との連携を軸に、⽣活協同組合やロータリークラブ等のたくさんの⽅々のご
協⼒のもと、活動を続けてきました。 
 
● ⾷品ロスの現状と課題について 
昨年の実績は下記の通りで、コロナ禍の影響が寄贈量・⽀援量双⽅に⼤きな影響が出ています。 
【 寄贈量 】 役⽴てたい！協⼒したい！ 

73.1 トン(前年⽐ 137% ⬆) 
団体から  のべ 217 団体 31.4 トン(前年⽐ 134% ⬆)  
個⼈から          41.7 トン(前年⽐ 140% ⬆)  

【 ⽀援量 】 ⾷べるものに困っている！助けてほしい！ 
59.1 トン(前年⽐ 143% ⬆) 
団体へ  のべ 412 団体  35.6 トン(前年⽐ 173% ⬆)  
個⼈へ  のべ 2,030 件.   23.5 トン(前年⽐ 114% ⬆)  

フードバンクちばの特徴として、事業系の⾷品寄贈も多くはありますが、家庭や職場内からの⾷品寄
贈が他のフードバンク団体に⽐べて多くなっています。 
フードバンクちば主催、千葉県社会福祉協議会共催で年３回定期的に⾏っているフードドライブ＜⾷
品の回収＞では、県内に約 100ヶ所の窓⼝を設け、毎回 10 トン以上の⾷品を集めています。また近年
CSRや SDGʼsの観点からも⾷品ロスへの関⼼は⾼まっており、様々な主体（社協・⽣協・企業・学校
等）によるフードドライブの取り組みが広がっています。 
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● 食品・食材の流れ

日本では年間約1,700万トンの食品が廃棄され、その中にはま
だ食べられるのに捨てられてしまう食品が500～800万トンも
あると言われています。ご家庭で不要な食品があればぜひご寄
贈ください。いただいた食品は「フードバンクちば」が責任を
持って福祉関連施設へ、支援団体などを通じて生活に困窮して
いる方にお配りします。皆さまのご協力をお願いいたします。

フードドライブ＜食品の回収＞に
ご協力ください！
 5 17（月）～6 30（水）
平日 9：00～17：00

寄付いただきたい食品
□  穀類（お米・麺類等）
□  保存食品（缶詰・瓶詰等）
□  インスタント・レトルト食品
□  乾物（のり・豆など）
□  菓子類
□  飲料（ジュース・お茶等）
□  調味料各種、食用油
□  ギフトパック（お歳暮・お中元等）

令和
 3 年

 フードバンクちば他県内各所
 ※ 詳しくは裏面でご確認ください。
主催：フードバンクちば  共催：千葉県社会福祉協議会
協力： 旭市社会福祉協議会・我孫子市社会福祉協議会・いすみ市社会福祉協議会・市川市社会福祉協議会・印西市社
会福祉協議会・浦安市社会福祉協議会・香取市社会福祉協議会・鎌ケ谷市社会福祉協議会・鴨川市社会福祉協議会・
木更津市社会福祉協議会・君津市社会福祉協議会・鋸南町社会福祉協議会・九十九里町社会福祉協議会・神崎町社会
福祉協議会・栄町社会福祉協議会・佐倉市社会福祉協議会・山武市社会福祉協議会・酒々井町社会福祉協議会・芝山
町社会福祉協議会・白井市社会福祉協議会・ 匝瑳市社会福祉協議会・袖ケ浦市社会福祉協議会・多古町社会福祉協
議会・館山市社会福祉協議会・千葉市社会福祉協議会・ 東金市社会福祉協議会・東庄町社会福祉協議会・富里市社
会福祉協議会・流山市社会福祉協議会・習志野市社会福祉協議会・ 成田市社会福祉協議会・野田市社会福祉協議会・
富津市社会福祉協議会・船橋市社会福祉協議会・松戸市社会福祉協議会・南房総市社会福祉協議会・ 茂原市社会福
祉協議会・八街市社会福祉協議会・八千代市社会福祉協議会・四街道市社会福祉協議会・横芝光町社会福祉協議会

受け取り
窓口

フードバンクちば

おかげさまで
前回のフードドライブでは
約12.9トンの食品を
集めることができました。

いただいた食品は支援機関からの要請に基づき、緊急性の高い個人や世帯へ
個別の状況に応じて食品を箱づめして、宅配便等を使って迅速にお届けしています。

注意いただきたい点

❶ 賞味期限が明記され、かつ2ヶ月以上あるもの
❷ 常温で保存が可能なもの
❸ 未開封であるもの
❹ 破損で中身が出ていないもの
❺ お米は前年度産（今回は令和元年・2年度）まで（玄米可）
❻ アルコール類は受付けておりません

フードバンクちば

フードバンクとは
フードバンクでは、まだ食べることができるの
に、さまざまな理由で廃棄されてしまう食品・食
材を、企業や家庭などから引き取り、食べ物を
必要としている施設や人達へ無償で届ける活動
をしています。食べられるのに捨てられてしまう
食べ物と食べる物が
なくて困っている人
達の間の矛盾を少し
でも改善するために、
両者の間の橋渡しの
役割を担っています。

詳細はフードバンクちば043-301-4025までお問い合わせください。

フードバンクちばでは現在、寄付していただいたお
米を精米する精米機と企業等からいただいた保存食
を整理するカゴ台車が不足しているため、その購入
費用をクラウドファンディングで集めていただくこ

とになりました。白井市
の青少年健全育成のた
めのボランティア活動
を中心に活動されてい
る「白井あすなろライオ
ンズクラブ」がこのプロ
ジェクトを主催運営し、
6/30まで開催します。

JFE スチール株式会社 損保ジャパン株式会社 

ジェフユナイテッド市原・千葉 銚⼦丸 千葉ロータリークラブ 



 
こうして集まった⾷品は、⽣活に困窮されている個⼈・世帯へ毎⽇ 10〜30 件、宅配便で配送していま
す。個⼈への⾷品⽀援は、困窮者⽀援のツールとして今では⽋かせないものとなっています。 
養護施設や⺟⼦⽀援施設、⼦ども⾷堂等の団体には、ニーズに合わせてその都度提供しています。コ
ロナ禍の⻑期化で若い世代の困窮が問題になっており、学⽣への⽀援も広がりつつあります。 

 
フードバンクの活動は、寄贈する側からも提供される側からもお⾦は⽣まれない活動です。今のとこ
ろも公的な⽀援はありません。⾷品の保管場所の維持・配送・運営等にかかる経費は寄付や会費、
様々な助成⾦を基盤にしています。毎⽇の活動は無償のボランティアの⽅々に⽀えられています。 
しかしながら、寄贈・⽀援の規模が広がっていく中で、資⾦もマンパワーも追いついていません。今
後、持続可能な活動として継続していくためには、地域全体が関わっていく活動として体制を整えて
いかなければなりません。 
＜フードバンクちばが必要とすること＞ 
・余剰⾷品の寄贈、特定の⽀援に対しての⾷品の調達（学⽣⽀援や被災地⽀援等） 
・物流や在庫管理等への情報提供や技術的な後⽅⽀援 
・活動維持のための資⾦援助（寄付・サポート会への加⼊・補助⾦等の確保等） 
・ボランティアの強化 
 
● 啓発の実施⽅法について 
「フードドライブ」の取り組み 
フードドライブは、市⺠⼀⼈ひとりが⾷品ロスの問題を⾝近に捉え、実際に参加することができます。
社会全体の取り組みとして、千葉県としても啓発活動や運営にも主体的に関わっていただければと思い
ます。 
「千葉県におけるフードバンクの中核的プラットフォーム構築事業」 
フードバンクちばは、今年の 7 ⽉から 3 年間の期間で休眠預⾦を活⽤した「千葉県におけるフードバン
クの中核的プラットフォーム構築事業」の実⾏団体に採択されました。下記３つの柱に基づいて、フー

定時制⾼校への⽀援 個⼈⽀援⽤に箱詰めされた⾷
品。宅配便で翌⽇には当事者
のもとに届きます。 

ちば産学官プラットフォームと
連携して 10 私⽴⼤への⽀援 

千葉県内の⽣協との取り組み 



ドバンク活動を千葉県内で将来的にも有効な活動として機能させていくことを⽬的としています。 
① 業務の IT 化による業務負荷の軽減・平準化ーソフト機能の拡充 
② 物流サテライト拠点の整備（県内３ヶ所）ーハード機能の強化 
③ 中核的フードバンクのプラットフォーム機能の充実 

地域全体で⽀え、⽀えられる活動として、たくさんの⽅々に関わったいただき、皆さんと⼀緒に⾷品ロ
スと貧困の問題に向き合っていきたいと考えています。 
 


